
経営比較分析表（令和5年度決算）
兵庫県地方独立行政法人神戸市民病院機構　中央市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 500床以上 非設置 750 - - ■

令和5年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 34 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 災 地 8 10 768 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 727

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

- 101,981 非該当 非該当 ７：１ 727

Ⅰ 地域において担っている役割
　神戸市全域の基幹病院・救命救急センターとして24時間365日の
救急医療を提供するとともに、高度医療・急性期医療を重点的に
担い、最後の砦として市民の生命と健康を守る役割を担ってい
る。
※平成29年11月に先端医療センターを統合し、60床増床してい
る。

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02 R03 R05 R01 R02 R03 R04 R05R04 R05 R01 R02 R03 R04

当該値 98.0 83.9 89.7 93.9 92.6当該値 99.4 101.0 109.2 109.4 96.3 当該値 89.6 67.4 75.3 81.7 83.8当該値 95.0 83.7 89.5 91.2 89.9

平均値 93.7 88.7 90.6 90.6 91.5平均値 99.2 102.9 106.1 102.9 97.4 平均値 79.8 70.6 71.4 72.2 74.4平均値 91.6 86.5 88.6 88.6 89.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和5年度決算においては、新型コロナウイルス感染症の重症患
者を受け入れるとともに、救急医療・高度医療の提供との両立を
図った結果、入院・外来ともに患者数は増加した。一方で、物価
高騰等に伴う材料費・委託費の増や、診療体制の強化等に伴う給
与費の増などで医業費用も増加し、医業収支比率が下がった。ま
た、同感染症関連補助金の上限額変更等もあり、経常収支比率と
しては100％を下回る結果となった。神戸市全域の基幹病院として
高度医療・先進医療を提供していることに加え、新規患者数や外
来化学療法の増加により、患者１人１日当たり収益は入院・外来
ともに平均値を大きく上回っている。

2. 老朽化の状況について

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R04 R05 　有形固定資産減価償却率については、平成23年度に病院建物を
新築・移転し、平成28年度に北館・研修棟を増築、平成29年度に
は先端医療センター病院の統合、令和２年度には新型コロナウイ
ルス感染症患者専用病棟である臨時病棟の建設により、建物を取
得したところであり、平均値を下回っている。
　器械備品減価償却率については、大型の放射線機器等、医療機
器の更新が進んだこと等から前年に比べ下がっている。

R05 R01 R02 R03

29.9 26.1 26.1 27.0 32.340.3 当該値111,929 当該値

R03 R04R02 R03 R04 R05 R01 R02

平均値 70,630 75,766 79,610 82,275

41.1 42.4 37.6 36.224,110 28,079 28,956 29,099 31,035 当該値

20,687 22,637 23,244 23,704

当該値 99,638 110,799 116,730 115,256

30.9

2. 老朽化の状況

全体総括

新型コロナ感染症対応において５類移行後も市内唯一の新型コロ
ナウイルス感染症重症等特定病院として、全市の中核的役割を果
たしてきた。この間、通常医療の制限を伴いながら感染状況に応
じて必要な病床を確保し、地域医療機関からの患者紹介を断らざ
るを得ない状況が続いた結果、患者紹介ルートが途切れたことに
より、令和２年以前よりも入院・外来患者数は減少している。加
えて、エネルギー価格の高騰をはじめとする経費の大幅な増加の
影響が顕在化したことにより経営状況が急激に悪化。また、新型
コロナウイルス感染症関連補助金の大幅減により、経常収支比率
は100％を下回った。算定可能な加算が期待できる項目について積
極的に検討を行い、医業収益の確保に取り組むとともに、材料費
や経費の削減、効率的・効果的な業務執行など、費用の削減に取
り組みを進めて、今後もより一層の経営改善を図っていく。

R01 R02 R03 R04 R05 R01

48.6 平均値 29.2 29.0 29.2 29.425,007 平均値 47.7 51.8 49.6 48.883,606 平均値

R04 R05

当該値 0.6 0.0 0.0 0.0 4.1 当該値 39.9

R03 R04 R05 R01 R02 R03R02 R03 R04 R05 R01 R02

59,451,374 60,741,225 62,870,141 64,118,307

平均値 27.0 34.2 29.2 25.3 21.0

70.8 73.6 72.1 70.8 当該値 56,818,22742.4 46.7 49.8 51.7 当該値 72.6

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 57,155,394 58,042,153 58,985,932 58,800,982 59,984,927平均値 67.9 69.2 70.8 70.7 70.3平均値 52.5 54.0 55.4 55.5 56.0
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④病床利用率(％)
【68.7】
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③修正医業収支比率(％)
【83.9】
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①経常収支比率(％)

【96.6】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【57.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.4】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【50,999,060】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.4】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【56.1】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【18,236】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【62,428】
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.5】


